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入院のきっかけ、手術、リハビリ

入院のきっかけ、手術、リハビリ

2

対象者Aさん

佐渡市に住むＡさんは82歳で、身長148㎝、体重37kgの小柄な女性である。10年前

から心房細動があり、近くの開業医を定期的に受診していた。現在その症状は安定し
ている。 3



2

対象者の夫

Ａさんは、88歳の夫と二人で暮らしている。夫は高血圧症がある。また、家庭内では、

ほぼ自立しているが軽度の認知症がある。日常生活自立度は、Ⅱｂで要介護度１で
ある。 4

自宅での転倒

Ａさんは、2週間前に自宅で転倒したあと、左股関節痛があり、歩行困難になった。

5

受診と入院

Ｂ病院の救急外来を受診した結果、左大腿骨頚部骨折の診断を受け、そのままＢ病
院の整形外科に入院した。それまでは、骨折の経験はなかった。
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3

骨接合手術

Ｂ病院の整形外科に入院後、骨折に対して骨接合術を受けた。

7

リハビリ

手術後三日目からリハビリテーションが開始になった。リハビリテーションの内容は、
可動域訓練、筋力増強訓練、歩行訓練である。

8

Ａさんの思い

Ａさんは、『骨がもろくなって骨折が起きた。手術で骨折を治したあとは、リハビリと服
薬で骨と筋肉を丈夫にしなければならない』と考えている。しかし、精神的に沈みがち
で、リハビリテーションの必要性は理解しているが積極的ではない。 9
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退院の一週間前の様子
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リハビリの評価

リハビリの評価のうち、ROMは、両股関節屈曲/伸展、90°/-5°、MMTは、下肢筋力
３レベル、脊柱後湾、Barthel Indexは、歩行や入浴などで減点があって80点である。

11

入院生活

リハビリの時間以外は、テレビを見て過ごしている。手術後十日目から骨粗鬆症治療
薬の服薬が開始になった。また、入院してから、便秘で腹部不快感や腹痛がある。
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服用中の薬

現在服用中の薬は、カマ、インデラル、バファリン、ベネットで、その処方は、表で示し
たようになっている。

13

Ａさんの退院後の思い

一週間後に退院する予定になっていてＡさんは退院後、自宅へ戻りたいと思っている。

14

娘の退院後の思い

別居している娘は自分の仕事があり、日中はＡさんの介護ができない。そのためＡさ
んの施設入所を希望している。
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夫の思い、介護保険

夫はＡさんに自宅に戻ってきてほしいと考えている。現在、Ａさんの介護保険を要介護
２のレベルで申請中である。

16

入院前のＡさんの暮らしぶり

入院前のＡさんの暮らしぶり

17

自宅地域の様子

自宅は、山村の過疎地域にあり買い物は困難である。近隣住民との関係性は良好だ
が高齢者がほとんどの地域である。
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7

自宅周辺と畑

自宅の周囲には舗装道路がある。道路はアップダウンがあって歩道は無い。車の通
行量は少ない。畑は徒歩5分の所にある。

19

自宅のつくり

自宅の家屋の廊下は広いが段差が多くある農家風のつくりである。トイレは洋式で本
人と夫の居室は１階にある。

20

食事と食習慣

食事は三食野菜中心、魚を日に１回摂取、乳製品を食べる習慣はない。食事の準備
は全部自分で行なっていた。
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排便と入浴

排便は１日１回で排尿の困難は無く、入浴は毎日自宅で行なっていた。

22

家事と買い物

洗濯・掃除などすべての家事は夫に任せることはなく、全部自分で行なっていた。また、
買い物は１週間に１回、娘の車で行くことが多かった。

23

日中の過ごし方

趣味は特になく庭の花を育てることが好きである。日中は畑仕事を１、２時間行い、他
は近隣住民とお茶を飲んだりテレビを見たりして一日を過ごしていた。
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9

生活費

生活費は老齢年金の年額2,791,220円を充てて暮らしていた。

25

保健医療福祉施設

開業医は近くにあるが訪問看護ステーション、デイケア・デイサービス施設は車で15
分ほどの距離にある。

26

介護保健施設の状況

特別養護老人ホームなどの介護保健施設の待機者は80人程おり、今すぐの入所は
困難である。
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